
海外展開済または検討中の製品の紹介
患者の負担が大きい開腹手術に変わり、患者の負担が少
ない腹腔腔鏡手術が主流となっている。手術の最終段
階である、縫合手術は非常に重要であり日々の練習を
続ける必要がある。今まで高額な臨床用持針器 (needle 
holder) を練習に用いていたが、臨床用と遜色のない低
価格の練習用持針器を販売し、日本のみならず台湾の大
手トレーニングセンターで採用となっている。

御社の強み　ベスト５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
❶ �初心者の研修医から熟練のドクターまで幅広く自由にトレーニング方法を構築できる
❷ �臨床用と遜色のない低価格の練習用持針器を医工連携で開発し国内外で大ヒットしている
❸ドクターのニーズに合わせて製品を選定できる
❹ �小ロットの製品販売で大手企業にはできない小回りが利く営業活動ができる
❺ドクターのモチベーションを下げない製品である

お客様に選ばれるポイント　　　　　　　　　　　　　　		
❶低価格でありながら、高品質
❷ドクターがいつでもどこでも練習ができる製品
❸練習に工夫ができるので、マンネリ化を防げる

信頼されるポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　			
（技術開発力、主要設備、知的財産権、こだわり、想いなど）
❶誰も発想しない視点での製品開発
❷ �日ごろから熱意をもってトレーニングをしているドクターに貢献したい
❸国内外の知名度の高いドクターからの高評価

http://www.jptc.co.jp/
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・視点を変えれば始点
・独自のトレーニング方法を創造することができます

当社デザインコンセプトは “自由 ”です

担当者：
代表取締役
井上��雅司
Email：inoue@jptc.co.jp

参加者様の写真


